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ヘリテージ・ツーリズム
－近代の記憶「常磐炭田」を観光・学習旅行に－
「常磐炭田史研究会」（いわき市）

　かつて地域最大の産業として近代化を支え
てきた常磐炭田。現在、映画「フラガール」
のヒットや全国的な近代産業遺産の見直しに
より、貴重な文化遺産として見直そうとする
動きが高まっています。
　平成19年、常磐炭田関連遺産は、産業の
発展をけん引してきた歴史的建造物として、
経済産業省の「近代化産業遺産（ヘリテージ）」
に認定されました。
　「常磐炭田史研究会」は、鉱山の廃坑や工
場跡、鉄道などの建造物を文化遺産として後
世に残し、地域活性化に活かそうと、遺産を
巡る観光・学習旅行「ヘリテージ・ツーリズ

ム」の開発や、ヘリテー
ジマップの作成、ボラ
ンティアガイドの育成
等に協力しています。

常磐炭田の選炭工場跡。常磐炭田関連遺産を巡る実験ツーリズムの様子

坑道の入口跡

当時の様子を語る「語り部」永山亘さん湯本温泉旅館組合の勉強会（いわき市石炭・化石館）

東京「ふくしまファンクラブの集い」の展示ブース

採炭現場の管理者だった「語り部」秋元高義さん


